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令和 5 年地域井戸端会 報告書 

開催日時 令和 5 年 5 月 19 日（金）18 時 30 分～20 時 20 分  

開催場所 周布まちづくりセンター 参加人数 6 

出席議員 川上幾雄、岡本正友、西田清久 議長 ○ 

テーマ別に

出た意見 

【総務文教】子どもたちと地域の関わりについて 

〇子供会の減少について 

・地域の関りや公園等の不備が影響しているのか？ 

・公園は、幼児・高学年の遊びの違いで別が良い。 

・周布地区は、子供会の役割を自主的に継続しこれが現在の

活動に生きている。 

・活発化の種は、子どもの参加を促す仕掛け。 

・子どもの希望を活かす活動内容と保護者の同伴が必要。 

【福祉環境】健康について 

〇地域サロン活動について 

・センターの無い町内でも独自に地域サロン開催。 

・センターでは毎月曜日にラジオ体操開催。（10 人程度） 

〇孤独死について 

・地域の問題として捉える必要性がある。 

・独居について若者と考える機会を持つ必要がある。 

〇健康寿命について 

・県下 8 市及び他市との比較を広報でされたい。 

【産業建設】農業・林業・漁業の問題点と希望について 

〇遊休農地について 

・活用について検討されたい。 

〇草刈後の措置について 

・野焼きができない場合の処置について検討されたい。 
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自由意見 

【回答したもの】※回答概要も記載 

〇周布防災基地について 

 ・サイズ、機能、場所を図示し説明。 

〇公園について 

・市より本年 5 月 3 日に『身近な公園整備基本方針』が示

されているので参考にするように回答。 

〇孤独死について 

 ・地域問題として、また、若者との対話等は必要。 

 ・独居者が無くなられた場合の手続きについて「死後手続

きフロー」を地域福祉課が作成されているので活用された

いと回答。 

〇健康寿命 

・対比資料は必要と回答。 

【持ち帰るもの】 

・周布地区住民に対する防災基地の説明（総務） 

・健康寿命の対比資料を広報へ記載（福祉） 

・遊休農地、除草残渣処置の検討（産業） 

・広報の和暦西暦の併記（広報） 

・防災用の標高標示の早期表示（総務） 

・洪水の危険度レベル標示を標準化し見やすくする（産業） 

・飲酒問題について、有無の解明（総務） 

 

 

 令和 5 年 6 月 2 日 議会広報広聴委員  川上 幾雄 


